
 

「大石北小環境委員会２月」 

         荒木 三郎  

 

上尾市立大石北小５・６年生（３５人）            ４０分   

 

大石北小学校 理科室                 令和３年２月３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行き詰っている 

プログラムの

ねらい 

対象 所要時間   

場所 

 概要 

 

実施時期 

環境委員会活動は３月で最後の活動が終了しますので、校内行事として環境委員 

３５人全員で何かないか？考えること１０分で環境クイズの作成が決まる。 

・１チーム４人、８チームが作られ、各チーム２問を考えて問題を制作する。 

・問題はビオトープ・校内の生き物展示コーナー・図鑑などを参考にする。 
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・全校生に問題を配布し、動植物についてもっと関心をもって、自然への愛直活

動に結び付けたらいいな、 

・環境委員会のメンバーが率先して動植物について、身近にあるものを使って問

題を考える力を養成したい、自然に興味を持っていただく・・・。 

プログラムの内容 

 １ 問題の題材をフリートークで発表（１０分） 

 書記はランダムに黒板に記録する 

 

２ 黒板に書かれた題材の２問の選択（１０分） 

 各チーム ２問の題材を挙手で選択する 

 

３ 選択された題材から問題を考える（２０分） 

 問題が進まないチームにはアドバイスを行う、 

 授業時間内では無理なので、各チームは５日後 

 に環境委員担当の先生に内容を説明し提出する 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野：①自然への愛着 

受講者の反応 

クイズ考えることで、動植物に対する問題意識の向上が見られました、図鑑で調べてもわからな

いことの質問が多々あり、クイズの完成が楽しみです。 

回答者の感想を聞いてみたいと思います。 

 

 

環境アドバイザー 

活動情報シート A：外部公表用 



環境学習の様子（写真）※表面に写真を掲載している場合は不要 

 

 

    クイズ問題を検討している６年生 

 

      クイズ問題を悩む５年生 


